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	スライド番号 1
	スライド番号 2
	■長崎県内の個別避難計画策定状況（令和４年１０月１日現在）��������　＊４月１日現在と比較すると、策定着手から一部策定となった市町が５市町増え、個別避難計画策定人数が�　　４０７人増えてはいるが、個別避難計画策定人数は避難行動要支援者の１割にも満たない。�　＊計画策定が進まない理由として、�　　　・コロナ禍の影響で同意取得や関係各課、民生委員ほか連携調整に時間を要している�　　　・支援者確保が困難、地域住民の危機意識が低い�　　　・マンパワー不足　　　　　　　　　　　　　　　　　などがあげられている。
	�■うまくいったこと�　・これまでは、県内全市町を対象として個別避難計画策定取組促進の支援を行ってい�　　たため、現状把握も難しい面がありましたが、今年度、個別避難計画未作成市町へ�　　の個別ヒアリングを行ったことにより、現状把握や情報交換、�　　課題の共有ができました。�　・ヒアリングが多少なりとも市町担当者の意識の変化に�　　つながることを期待しています。���■うまくいかなかったこと�　・個別避難計画未作成市町へアドバイザー派遣等の支援を行う予定でしたが、努力は　　�　　されているものの、マンパワー不足等により調整が整わず、予定していた支援には�　　至らない市町もありました。　　�　・各市町の体制やこれまでの取組状況が異なるため、事情を考慮しながら寄り添った�　　支援をどのように行っていくか非常に難しく思いますが、取組が進んでいる市町は　�　　庁内連携ができているため、今後は、環境を整えることから支援していきます。�　　��　

